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l

事

言

支
那
に
於
け
る
近
代
工
薬
の
匿
史
は
'
我
が
図
に
比
較
し
て
決
し
て
新
し
い
と
些

tT
(
す
､
近
代
工
業
蚤
蓮
に
必
要
な
多
-
わ
僚

件
'
例

へ
ば
'
大
な
る
需
要
'
豊
富
な
原
料
費
.喝

多
数
の
労
働
人
口
も
'
備
は
っ
て
ゐ
る
｡
し
か
も
.
支
那
に
近
代
工
業
が
展
に

成
立
し
て
ゐ
る
か
.
ま
た
F
嫡
亦
支
那
が
工
業
観
た
-
得
る
や
香
や
は
.
近
代
園
象
で
あ
っ
た
か
香
か
と
云
ふ
罫
と
共
に
.

1t
佃
の

問
題
と
し
て
充
分
に
成
立
し
得
る
.
蓋
し
､
支
部
の
近
代
工
業
が
'
他
国
の
そ
れ
か
ら
は
直
に
斯
椎
す
る
を
得
な
い
'
多
く
の
滞
著

た
特
徴
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
.

支
部
の
近
代
工
業
が
､

一
般
或
は
他
国
の
そ
れ
と
異
る
特
徴
は
､
他
の
或
は
他
圏
の
エ
糞
と
の
関
係
'
及
び
､
工
業
の
内
金
的
性

格
'
こ
の
両
面
に
就
い
て
'
相
嘗
蘇
著
に
認
め
ら
れ
る
｡
即
ち
'
先
づ
'
前
の
面
か
ら
見
る
忙
'
産
業
革
命
が
進
行
し
'
大
規
模
の

工
場
制
工
業
が
敬
展
す
れ
ば
'

手
工
業
･家
内
二
条

･
マ

tt
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
丁
等
の
分
野
は
'

著
し
く
縮
少
す
る
箸
で
あ
る
に
拘
ら
ず
､

支
部
に
於
い
て
は
'
こ
れ
ら
形
態
に
よ
る
工
業
が
'
依
然
贋
汎
に
存
巷
L
t
中

々
に
有
力
で
あ
-
'
他
方
'
支
那
の
近
代
工
柴
は
'

外
囲
商
品

･
外
国
系
企
巣
に
封
抗
L
t
そ
の
進
出
を
防
止
し
'
以
て
近
代
国
表
と
し
て
の
支
那
の
粧
務
的
な
基
礎
た
る
に
足
る
菅
力



を
有
し
な
か
つ
た
｡
攻
に
.
成
立
し
て
ゐ
る
少
数
の
近
代
工
場
も
'
革
に
外
観
だ
け
を
見
れ
ば
外
国
の
そ
れ
と
挙
ら
な
い
忙
拘
ら
ず

内
部
に
於
け
る
技
術
的

･
経
癖
的
合
理
性
が
確
立
せ
ず
'
興
亡
常
な
く
'
塵
々
操
業
を
停
止
し
'
経
営
者
を
更
へ
.
安
ん
じ
て
使
用

し
得
る
製
品
を
'
合
理
的
な
傾
格
で
'
櫓
績
的
に
供
給
す
る
例
は
'
極
め
て
少
い
の
で
あ
る
｡

支
部
近
代
工
業
の
か
1
る
特
徴
は
'
如
何
な
る
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
か
O
支
那
の
珪
菜
革
命
が
進
行
し
て
ゐ
な
い
結
果
で

あ
る
か
'
産
業
革
命
が
進
行
し
て
ゐ
な
い
の
は
､
単
な
る
時
間
的
遅
延
で
あ
る
か
.
そ
れ
と
も
､
支
部
に
於
い
て
は
進
行
を
期
待
し

得
な
い
の
か
'
或
は
ま
た
'
支
那
近
代
工
柴
の
特
徴
は
'
支
那
特
有
の
事
情
に
基
き
'
従
っ
て
､
短
い
時
間
で
は
饗
更
し
得
な
い
l

種
の
性
格
な
の
で
あ
ら
う
か
o

右
の
間
に
封
し
'
明
瞭
に
答

へ
る
こ
と
は
'

中
々

困
難
で
あ
っ
て
.
従
来
'
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支
那
の
文
化

･
池
倉
の
特
質
に
ょ

る
説
明
な
ど
が
"
判
丑
し
て
ゐ
乙
｡
iJ
れ
ら
革
試
明
中
;
何
れ
が
取
も
食
掛
的
で

あ

り

'

ま

た

'

基
本
的
で
あ
ら
う
か
.

以
上
述
べ
乗
っ
た
支
那
近
代
工
業
の
特
徴
の
解
揮
.

或
は
'

特
徴
に
封
す
る
諸
説
明
の
吟
味
が
'

本
稿
の
課
題
と
す
る
所
で
あ

る
｡
頓
序
と
し
て
'
先
づ
ー
支
部
工
業
特
に
近
代
工
業
の
特
徴
を
見
'
そ
の
上
で
'
解
樺
乃
至
説
明
の
問
題
に
進
み
た
い
と
息
ふ
｡

事
の
性
質
上
徹
底
的
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は
'
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難
で
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る
が
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幾
分
で
も
垂
理
･
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開
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..
幸
甚
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あ
る
G

〓
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業
特
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工
業
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徴
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の
エ
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力
重
近
代
工
業
の
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す
る
特
徴
の
的
確
な
叙
述
に
は
､
甚
だ
し
い
困
難
が
僻
ふ
｡
蓋
し
'
各
種
の
性
質
を
持
つ
工
業
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代
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業
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格
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四
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が
雑
然
と
存
在
し
'
盛
衰
常
な
ら
ざ
る
こ
と
が
'
花
に
重
要
な

一
特
徴
を
な
す
上
に
､
基
礎
た
る
べ
き
具
髄
的
な
資
料
は
､

一
部
の

地
域

1
部
の
工
業
に
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て
し
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得
ら
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な
い
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る
｡
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崎
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立

中
央

研
究
院
社
骨
杵

寮
研
究
所
､
濃
刊
'
弗
七
積
'
圃
松
民
謡
'
支
那
紡
績
莱
)
の
叙
述
を
解
合
す
れ
ば
p
大
惜
攻
の
如
-
忙
な

る
｡(

1

)

近
代
工
業
が
'

1
部
の
地
域
'
特
に
外
囲
と
の
接
解
の
多
い
港
市
に
､
著
し
-
居
眠
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
O
こ
の
事
菅
は
､

畳
々
注

意
さ
れ
て
居
-
'

例

へ
ば

ト
I
､不
-
は
大
槽
攻
の
如
-
云
ふ
｡
｢
近
代
工
業
は

一
定
地
域
の
み
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
｡
工
業

国
と
し

て
の
支
部
は
'
沿
海
地
方
~
鋳
造
又
は
河
川
の
便
宜
を
有
す
る
内
碓
'
及
び
'
壌
地
'
と
の
三
大
地
域
に
分
れ
る
｡
拾
海
地

域
に
於
て
は
も
と
-

外
囲
か
ら
の
輸
入
で
は
あ
る
が
'
産
業
資
本
主
義
が
大
き
な
重
要
さ
を
ー

時
と
し
て
は
経
+
/な
る
重
賓
性

さ
へ
ー
ー
侍
っ
て
ゐ
る
｡
萄
二
の
内
地
に
於
い
て
は
.
定
業
賓
本
虫
垂
は
'
漸
-
起
-
掛
け
て
ゐ
る
桝
で
あ
る
｡
弟
三
の
奥
地
は
'

最
も
廉
い
地
域
で
あ
っ
て
'
此
虞
に
も
'
遠
隔
か
ら
の
影
響
が
'
次
第
に
張
-
感
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
は
ゐ
る
が
'
産
柴
資
本

主
義
は
'
ま
だ
'
大
地
に
根
を
下
し
'
嘱
目
の
生
清
を
持
つ
一
地
方
勢
力
と
し
て
'
成
立
す
る
に
は
至
っ
て
ゐ
な
い
｣
と
｡
沿
海
地

方
の
エ
柴
が
'
ト
ー
ネ

-
の
云
ふ
や
う
な
意
義
の
措
ひ
手
で
あ
る
か
香
か
'
後
に
考
察
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
'
質
的
に
ま
た
量
的

に
'
支
部
近
代
工
業
の
大
部
分
を
構
成
し
て
ゐ
た
こ
と
は
'
明
瞭
で
廉
を
容
れ
ぬ
事
賓
で
あ
る
｡

1) 岸本,一三七頁以下｡



e,7

中
華
年
鑑
の
筆
者
も
'
同
様
に
.
港
市
特
に
上
海
に
於
け
る
集
中
乾

支
部
工
業
の

T
大
特
徴
と
し
､
事
撃
以
来
の
工
業
の
奥
稚

移
動
乃
至
建
設
が
'
永
硬
的
な
傾
向
と
な
る
か
､
草
に

T
時
的
な
現
象
に
止
ま
る
か
'
連
に
避
賭
し
待
な
い
と
し
て
ゐ
る
｡

(
二
)

製
造
工
業
'
観
工
業
'
特
に
繊
維
工
業
が
卓
越
し
'

1
般
忙
資
本
の
有
機
的
構
成
が
低
い
fJ
と
｡
前
の
鮎
に
つ
い
て
は
'

叫

や
は

り

ー

ト
ー
ネ
-
及
び
中
華
年
鑑
の
叙
述
が
要
を
得
て
ゐ
る
｡

即
ち
'
ト

ー
ネ
I
は
云
ふ
｡
｢
産
業
革
命
の
初
期
に
多
-
の
国
が

経
験
し
た
や
う
に
'
最
も
急
激
に
蓉
遷
し
た
産
業
は
~
製
造
工
業
で
あ
っ
て
'

錬
業
で
は
な
か
っ
た
｡
西
洋
諸
国
の
梗
準
か
ら
す
れ

ば
'
現
在
の
支
部
に
於
け
る
珠
錬
冶
金
業
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
.

1
九
二
八
年
に
放
け
る
支
部
の
石
米
産
埋
荷
は
.
英
園
の
約

十
分
の
1
で
あ
っ
た
｡
-

･
洩
鋼
業
は
更
に
凌
達
が
遅
れ
.
･,････不
況
と
閣
内
動
乱
に
災
さ
れ
'

一
九
二
八
年
に
はi=
四
製
織
朋
し
か

瑞
升地帯
J
tJ
J1
l£
い
つ
.Fu
.
▲
｢
1H
lj
と
ま
F
組
へ悼
柑LJl掟

'
託
.P
托
距
lJ
11桔
二
八
･,{
1
･'
-
1J
,･

･.｢
･-

ト
-
,I
-
=
･･
)
･
言
.

･T
･T
∴｢
:7.
∵
㌧
.

...I.∴
■
.}:
∵
'･rr
･.
_

:.1･‥_
.∴
∴
=･.･J
I.
J,;
･･･.･[::

rこ
い

と
｢
-
TR･孝
初
期
の
巌
階
を
雌
し
て
ゐ
な

い
.｣

i;ノ

同
様
の
尊
貴
を
'
中
華
年
鑑
に
於
け
る
筆
者
は
､

大
髄
次
の
や
う
に
云
ふ
o
｢
過
去
七
十
飴
年
間
の
支
部
近
代
工
業
聾
展
の
跡
を

辿
る
と
き
-
我
々
の
注
意
を
惹
-

1
専
管
は
'
織
鋼
･
造
船
･
機
械
製
作
な
ど
重
工
糞
の
襲
展
が
少
く
'
綿
紡
織
･
製
湖
･
絹
織
物

･

羊
毛

･
製
粉

･
燐
寸

･
護
謀

･
皮
革
な
ど
'
軽
工
業
部
門
が
卓
越
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
O
近
代
工
糞
中
'
先
づ
移
植
さ
れ
た
部
門

は
.
軍
籍
教
護

･
造
船
な
ど
'
国
防
を
目
的
と
す
る
重
工
業
で
あ
っ
た
忙
拘
ら
ず
'
今
世
紀
に
入
り
'
純
経
瀕
的
な
考
慮
が
主
な
動

因
た
る
に
至
っ
て
'
衣
食
を
供
給
す
る
綿
紡
織

･
製
粉
を
始
め
'
滑
費
財
部
門
が
中
心
凍
る
に
至
っ
た
｡
中
で
も
.
繊
維
工
業
は
､

最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
資
本
額

･
努
動
者
数

･
使
用
動
力
量

･
生
産
額
の
何
れ
か
ら
見
て
も
､
支
那
全
工
場
の
約
三
分
の
t
を
占

め
る
O
｣

頁

乱

佃
.
J
G

讐

拙

2
3
4

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

7
馨

九
七
三

第
四
況

二
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支
那
近
代
H
業
の
性
格

第

1
奄

九
七
四

第
四
既

二

一
四

攻に
､

I
般
に
支
那
の
近
代
工
兼

に
於
け
る
資
本
の
有
横
的
軸
虎
の
低
い
JJ
と
は
､

エ
兼
の
櫨
類
の
観
察

か
ら
既
に
蹄
結
し
得
る

所
で
あ
る
が
､
支
那
工
業
中
最
も
近
代
化
し
て
ゐ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
と
さ
れ
る
綿
紡
織
工
兼
さ
へ
t
と
の
鮎
に
於
い
て
如
何
に
低
い

か
は
､･
方
願
延
の
調
査
に
よ
る
次
の
数
値
か
ら
､
直
ち
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
乗
る
o

発

r
頚

栗
本
S
有
機
的
組
成
に
於
け
る
支
那
人
紡
織
工
場
と
日
本
人
工
場
と
の
差｢

針
=
･
･
誓

/
･
･lj

.

教

資
本
及
び
積
立
金

紡

錘

織

概

労

働

者

敷

二
七
五
'八
二
八
'
一
三
八

二
五
三
､
二
八
二
'七
八
三

二
二
.五
四
lrFr
Jl豆

五

.Toc
S
:S
I
H

l:
::
?
72
;に

四
六

･〇

四
六
･
四

10
〇
･〇
山

九
.
TIT八
九
ー七

二
ハ

.El
l

二
二
元
､〇
三
二

一〇
〇
.〇
一

t
六

二
九
四
九

10
〇
･〇
】

五
､
111
1
0
'六
九
三

四 七

一 八 六

l
E
rr(
'
九
7
九
'
九

7
六

二
二
五
ー七
六
四
､
二
七
七

二
二
､
一
五
五
､六
三
九

七
七
'〇
八
二

二
'九
七
六
､
0
0
0

(

≡
)

経
営
規
模
小
な
る
JJ
と
.
ト
ー
ネ

t
は
'
東
部
沿
海
地
方
'
揚
子
江
下
流
地
方
'
清
洲
に
於
け
る
二
九
都
市
に
関
す
る
調

査

の

結

果

た
る

G
e
ne
ra
l
statistlCS
Of
fa

ctories
in
C
h
ina
を
賛
料
と
し
て
'

支
那
に
大
工
場
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
'
大
関

I

次
の
や
う
に
云
ふ

｡
右
耗
計
に
よ
れ
ば
､

上
述
諸
都
市
の

｢
工
場
数
は
､

1
九
二
〇
-
三
〇
年
竺

二
倍
に
増
加
し
た
こ
と
'
並

に
､

こ
の
報
せ
書
に
使
用
さ
れ
た
工
場
な
皇

岩
美
の
意
義
は
､
甚
だ
寅
範
魔
の
も
つ
で
あ
る
が
'
し
か
も
な
は
､
工
場
数
が
繁
く
べ
き
程

度
に
少
い
こ
と
'
こ
の
二
事
茸
が
知
ら
れ
る
｡｣
｢
こ
の
官
廉
統
計
些

14
ふ
所
の
工
場
中
に
は
'

紡
績
工
場
の
や
う
に
二
千
人
以
上
も

の
労
働
者
を
使
用
す
る
大
経
営
か
ら
､
極
-
小
さ
な
経
営
ま
で
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡
経
っ
て
'
工
場
数
が
既
に
少
い
上
に
'
西
洋
諸

尾崎氏,支那のJ.業機構,一三六頁に埴 b,比率は敢鮮C
岸本,一三四東以下｡



園
で
便
ほ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
意
味
に
於
い
て
の
大
規
模
生
産
は
'
更
に
造
か
に
少
い
｡
大
規
模
生
産
の
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
主
な
工
業

は
~
石
泉

･
政
綱

･
木
綿

･
製
粉

･
製
油

･
燐
寸

･
石
鹸

･
電
力
等
で
'
他
種
の
工
業
に
も
若
干
の
新
式
経
営
は
あ
ら
う
が
'
技
術

上

･
経
演
上
充
分
近
代
化
さ
れ
'
工
場
と
云
ひ
得
る
も
の
の
穂
数
は
'
恐
ら
-
二
､
五

〇
〇
-
三
'
0
0
0
を
超
え
な
い
で
あ
ら
う
｡

牌
帝
に
閲
す
る
見
解
は
ど
う
あ
ら
う
と
'
支
那
に
於
け
る
産
業
革
命
は
現
在
の
所
'
約
六
個
の
都
市

を
除
け
ば
'
や
つ
と
そ
の
緒
に

着
き
か
け
た
許
-
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
は
､
異
論
が
な
か
ら
う
Q｣

ま
た
'
方
朝
廷
は
'
支
部
工
業
の
仝
憶
に
通
す
る
特
徴
と
し
て
.
組
織
の
妖
如
p
換
言
す
れ
ば
'
手

工
業

･

家
内

工
業

･
工
場
制

[
,

義

等

の
雑
然
た
る
存
在

､
及
び
.

経
常
の
小
規
模
な
こ
と
近
壌
げ
'

複

の
鮎

に

つ
い
て
次

の
や

う
に

小
ふ

.

｢
操
業
が

小
規
模
牧

､.

r
r
.
Jm

...∵

.
H
j
･.
･
:I;
･-
∵

∴
､

､
､.
､
1㌧
｣

.
∵

.∴
'･
:
日.い
.

J
.
･･
･J
∵
∵
.1
.
~

､
.

.･二
･

･､
.
卜
､-i
.T~

然

舵
皆

の
仕
方
が
な

い工
藷
の

み
で

F

世

論
上
大
規
模
に
‰
小

規

模
に
も
経

営

し

得

る

や
う

な

寄

業

は
｡
総

べ

て
.

小

規
模
に
行
は

れ
る
｡
か
な
り
大
規
模
に
経
営
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
'
絹
綿
紡
績

･
毛
細
紡
績

･
戟
鋼

･
通
船

･
製
粉

･
製
糖

･
セ
メ
ン
ト
製
法

･
動

力
生
産
'
小
規
模
な
の
は
'
製
綿

･
絹
織

･
綿
織

･
メ
-
ヤ
ス
･
燐
寸

･
印
刷

･
磯
城
製
作

･
紙
巻
煙
草
の
諸
工
柴
で
あ
る
oL

(
四
)

経
営

･
企
業
の
内
部
に
於
け
る
合
理
性
の
紋
如
｡
以
上
述
べ
た
や
う
に
'
支
那
の
近
代
工
業
が
地
域
的
に
'
ま
た
'

事
実

の
僅
類
に
於
い
て
､
著
し
-
局
限
さ
れ
て
ゐ
る
外
'
存
在
す
る
少
数
の
近
代
工
場
も
'
経
営
と
し
て
或
は
企
柴
と
し
て
.
そ
の
円
部

に
充
分
の
合
理
性
を
有
し
な
い
｡
か
1
.る
合
理
性
の
炊
加
は
'
経
営

･
企
業
の
茸
際
の
道
管
.
警

関
の
質

･
畳
に
つ
い
て
は
.
簡
里

に
叙
述
す
る
こ
と
が
不
能
で
あ
る
が
､
生
産
費
或
は
収
支
状
態
に
極
め
て
明
瞭
に
規
は
れ
る
｡

例
と
し
て
'
支
部
工
業
中
最
も
近
代
化
せ
る
綿
赫
紡
績
工
場
を
探
り
.
先
づ
､
支
那
人
工
場
と
日
本
人
工
場
と
の
生
産
費
を
此
較

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第
7
巻

九
七
五

第
四
折

二
l
五



事
1
-才
～
.

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

1
番

九
七
六

第
四
雛

二
二八

す
る
に
'
支
部
人
工
場
は
衛
生
設
備
を
除
-
あ
ら
ゆ
る
項
目
に
つ
い
て
支
出
が
多
く

結
局
生
産
費
に
於
い
て
日
本
人

工
場
の
二
倍

第
二
表

在
支
紡
績
工
場
二
〇
番
手
粗
糸
生
産
賓
比
較
衆

(弔
仕

元
)

転

出

項

fu

lJ

'
b

JL
.

射

托

酎

プ

機

械

修

理

其
の
他

の
修
理

滑

耗

品

包

装

職

且
給

料

其

の
他

雑

費

衛

生

設

備

小

計

某

大
義

蒜

諜

紅

鵬

:

逮

二

｣

~

~
.1
月

!

⊂
･
l"C
E

｢

…i
o
;

三 二 〇 二 ()
九 〇 二 三 五

旦_良 O C】.(｣｣

二〇･四
〇一
l〓
三
･四

〇

以
上
と

な
っ
て
ゐ
る
｡
夷
に
'
支
部
人
綿
業
の
収
支
関
係
を
見
る
に
'
天
津

B
工
場
に
つ
い
て
は
第
三
表
'
七
省
綿
紡
織
工
場
に
閲

し
て
は
'

第
四
表
が
あ
り
'
利
潤
は
極
め
て
少
-
'
虞
々
鉄
損
の
生
じ
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
.
天
津
そ
の
他
の
地
域
の
綿
業
の

生
産
費
が
､
上
海
に
比
較
し
て
高
い
の
は
事
賛
で
あ
る
が
'
か
･･
る
不
合
理
な
企
業
の
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
'
到
底
否
定
す
る
を

得
な
い
｡

8) 尾崎氏,支那の=業機構,一四三頁による0
9) 方額亀 支那の瀬業 (有常民編,支部工業論,三三一3㌢Iによる0
10)王子建 ･王鏡中,七省筆南砂廠1.W宜報告,ニー上京以下｡.閲3位さ氏乱 支那
紡績業,二八八東以下よら作製(I



第

三
乗

天
津
B
工
場
に
於
け
る
製
品
別
収
支

(
単
位

元
)

弟
四
訴

七
省
神
南
紗
舵
に
於
け
る
収
支

(
筑
仕

元
)

∵
;
.
I
.
I
;･f

.

･;pI

･･一/
◆
tT

/
T
･･1

＼

生

産
費
又

は
僧
梯

川
生

産
資
と
の
比
較

(
+
)

三
･〇
九
六

(
こ

二
四
二

六
七

(
I
)

一
〇
･五
三
六

右
の
や
う
に
煙
管
に
不
合
理
な
酢
が
多
-
.
生
産
費
が
高
く

収
支
状
態
が
悪
い
の
は
'
欧
に
述
べ
た
資
本
の
有
機
的
組
成
の
低

い
こ
と
'

経
営

･
企
業
の
小
規
模
な
こ
と
･..

或
る
程
度
ま
で
閲
聯
し
て
ゐ
る
が
､

そ
れ
の
み
で
完
金
に
説
明
さ
れ
る
も
の
で
な

く
'
経
営

･
企
業
に
営
る
人
々

の
性
格
'
経
営

･
企
業
に
封
す
る
鹿
畳
の
相
違
に
塞
-
鮎
が
多
い
.
こ
の
新
に
つ
い
て
･
ラ
チ

モ
h.

Manchuria,p.149,160,
]1)

支

那
近
代
工
業

の
性
格

第7巻九七七第四班二丁七



支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

1
巻

九
七
八

第
四
折

二

一
八

は
大
様
次
の
や
う
竺

茶
ふ
｡
｢
西
洋
人
は
'

文
化
は
民
族
に
よ
っ
て
異
る
に
し
て
も
'

文
明
は
唯

一
つ
で
あ

-
.
世
鼎
の
何
虞
に
於

い
て
も
'
工
場
は
常
に
工
場
ー
鉄
道
は
常
に
鉄
道
と
考
へ
捗
ち
で
あ
る
が
'
文
化
の
相
違
､
生
活
と
文
明
に
封
す
る
態
度
の
差
は
'

意
想
外
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
o｣
支
部
で
は
産
業
経
営
に
嘗
る

｢
人
々
は
'
彼
が
何
を
な
し
得
る
か
よ
-
も
､
如
何
な
る

人
で
あ
る
か
を
見
て
選
捧
さ
れ
る
伸
が
あ
-
.
根
が
代
表
す
る
貸
本
額
よ
-
も
ー.
裾
の
政
櫓
的
地
位

･
親
族
関
係
の
方
が
'
運
等
占

新
.
･､
ト
1
∵.:-.
∴
J
I仕
組

は
.
･･････
∵

.
1
I
:I

m
:
㍗

+
.
:iH
･
~
i∵
∴

T
･--
/i,
､
･.(
･㌣

一J,
:(
茄

が

.
･l･･
/･1
-
∴
･

:∴

T
i
･,∵
･
･･

.i.
∵

･

'1
..:･
r

P

上
に
'
彼
等
の
努
力
は
'
そ
の
生
活
関
係

並
に
各
方
面

へ
の
顧
慮
に
よ
っ
て
'
著
し
-
限
定

さ

れ
て
ゐ
る
o

L
換

富
す
れ
iJd

整
業
紅

皆
が
唯

一
最
大
の
目
的
と
見
倣
さ
れ
ず
'

革
に
手
段
た
る
の
地
位
し
か
認
め
ら
れ
な
い
｡
｢
こ
れ
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
'
長
期
間
.

を
経
て
攻
幕
に
魂
達
し
た
大
規
模
経
営
は
比
較
的
少
-
'
多
-
の
企
業
は
'
規
模
は
如
何
に
大
き
く
と
も
'
断
緩
的
に
操
業
し
､

1.

般
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
張
-
､
投
資
の
危
険
大
き
-
.
高
利
潤
と
早
い
回
収
を
目
ざ
す
の
で
あ
-
'｣
｢
収
益
は
'
絶
べ
て
利

潤
或
は
利
子
と
し
て
企
業
外
に
流
出
し
'
機
械
の
維
持

･
修
繕
等
に
必
要
な
支
出
が
行
は
れ
す
'
-
･
既
設
工
場
の
遠
雷
な
維
持
･

管
理
よ
-
も
'
新
企
業

へ
の
投
資
が
得
策
と
さ
れ
る
｡｣

17
チ
モ
ァ
の
指
摘
し
て
ゐ
る
経
営

･
企
業
に
封
す
る
態
兜
の
特
質
は
'
決
算
状
態
に
億
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
｡
例

へ
は
'
方
斯

DT

延
は
天
敵
の
四
紡
績
工
場
に
つ
き
攻
の
如
-
記
述
し
て
ゐ
JQ.a
r
A
工
場
は
十
年
の
内
五
年
t

B
工
場
は
九
年
の
内
四
年
'

C
)
工
場

は
十
年
の
内

l
年
'
D
工
場
は
九
年
の
円
三
年
は
.
快
損
で
あ
る
.
一
九
二
三
年
･Li
り
前
に
は
'
こ
の
四
工
場
は
何
れ
も
利
益
を
馨

げ
た
が
'
利
益
金
の
虞
分
は
､
工
場
の
牌
衆
を
殆
ん
ど
顧
慮
せ
ず
に
行
は
れ
た
｡
即
ち
'
第

1
に
､
剰
飴
準
備
金
の
華
南
は
'

1
九

二
l
年
の
A
工
場
の
三
･五

1
%
に
過
ぎ
ず
'

こ
の
小
節
の
準
備
金
は
'
損
失
の
年
に
直
ち
に
便
周
さ
れ
る
｡
帝
二
の
不
健
全
な
慣

方,支那の綿策 (有揮長編,支弥=巣論,三O五頁)一.12)



行
は
'
損
失
の
年
に
さ
へ
配
嘗
す
る
こ
と
で
'
1
≡

場
で
は
こ
れ
を
常
習
的
に
行
っ
て
ゐ
る
.
第
t二
に
'
減
債
償
却
準
備
金
は
'
利

益
の
あ
っ

た
年
の
み
に
行
は
れ
'
し
か
も
そ
の
額
は
非
常
に
少
-
､
最
低
限
度
た
る
固
定
資
本
の
五
%
を
超
え
る
こ
､と
が
殆
ん
ど
な

い
.
第
四
に
'
固
定
資
本
投
資
が
過
大
で
'
C
工
場
を
除
け
ば
'
何
れ
も
梯
込
資
本
額
よ
り
大
き
く

そ
の
結
果
と
し
て
蓬
碑
賓
本

が
甚
だ
貴
顕
で
あ
る
｡｣

以
上
観
察
し
た
朋
の
'
(
1
)
地
域
的
局
限
'

(
二
)
軽
工
業
が
主
で
'

資
本
の
有
機
的
組
成
が
低
い
こ
と
'
(
≡
)
小
規
模
な
る

こ
と
.
(
四
)
経
営

･
企
発
の
内
部
に
於
け
る
不
合
理
性
を
以
て
'

支
那
近
代
工
業
の
主
要
特
徴
と
見
徹
し
得
や
う
.

屡
々
奉
げ
ら

れ
る
他
の
特
徴
'
例

へ
ば
､
圏
内
の
需
要
充
足
よ
-
も
'
寧
ろ
輸
出
を
富
根
す
る
こ
と
'
盛
衰
興
亡
常
な
ら
ざ
る
こ
と
等
は
'
何
れ

屯
上
記
ES
障
槻
k-1･hE然
伴
ふ
現
象
と
弾
き
i
h.6ト
,o
P
b
乙㌔

三

支
那
近
代

工
業
の
特
徴

に
鞠
す

る
解
滞

支
部
の
近
代
工
業
が
示
す
所
の
'
右
に
述
べ
た
や
う
な
特
徴
は
'
草
に

1
時
的
な
性
質
に
過
ぎ
な
い
か
'
そ
れ
と
も
'
相
常
長
期

竺
且
っ
て
響
化
せ
し
め
得
な
い
性
格
で
あ
る
か
､
ま
た
'
こ
れ
ら
特
徴
は
何
に
よ
っ
て
如
何
に
語
明
さ
れ
る
か
C
こ
の
間
に
封
し
て

碓
碑
相
苫
多
-
の
解
答
が
あ
る
か
ら
.
攻
に
そ
れ
を
吟
味
し
や
う
｡

(

1

)

多
種
多
様
な
具
鰹
的
事
資
の
列
皐
に
よ
る
詮
明
.
こ
の
方
法
に
よ
る
の
は
'
方
薪
延
の

｢
支
那
工
業
組
織
論
｣
で
あ
っ
て

彼
は

そ

の
所
謂
組
織
の
快
加
の
理
由
と
し
て
は
'
近
代
工
業
の
費
達
の
急
激
な
-
し
こ
と
'
生
存
競
雫
が
激
し
い
こ
と
.
ギ
ル
ド
及

び
家
族
制
度
の
有
線
な
ど
'

1
般
的
な
事
情
を
奉
げ
て
ゐ
る
が
'
組
織
の
故
加
と
経
営
の
小
規
模
件
と
の
共
通
理
由
と
し
て
は
ー

原

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

山
雀

九
七
九

第
四
班

二
1
九



支
那
近
代
H
業
の
性
格

第

1
番

九
八
〇

第
四
班

二

二〇

料
に
関
す
る
三
種
の
困
難

(規
格
の
枚
如
'
措
輪
の
困
難
'
情
緒
の
不
安
定
)'
動
力
供
給
の
特
殊
性

(諸
費
的
な
動
力
供
給

､不利
な
石
炭
供

給
事
情
)'
建
築
物
の
不
良
J
勢
働
力
調
達
上
の
不
利

(熟
練
弊
御
者
の
映
如
'
労
働
者
供
給
の
請
貿
制
度
'
不
規
則
な
雇
傭
)'
販
路
の
不
確

賓
､
金
融
上
の
不
便
等

々
'
個
別
的
な
各
種
事
情
を
馨
げ
て
ゐ
る
o

こ
の
訣
明
に
は
､
二
個
の
大
き
な
紋
鮎
が
あ
る
｡
即
ち
滞

一
に
'
役
の
聾
げ
る
薄
情
中
に
は
､
近
代
工
業
Jm_
憶
が
敬
遠
し
て
ゐ
な

い

Ĵ
･.J
て
故
′＼
ト
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穀
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わ
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澱
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相

富
多
数
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
第
二
に

奄
b
W
i
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⇒
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の
蓮
幹
の
困
難
､
そ
の
慣
格
の
不
安
定
'
販
路
の
不
安
定
等
は
'
個
々

猫
立
の
現
象
で
は
な
-
て
'
支
部
の
社
骨

･
経
済
の
仝
鰹

的

な
構
造
乃
至
性
格
の
11
表
現
で
あ
-
'
従
っ
て
'
統

1L
的
な
把
握
理
解

を
要
請
す
る
C
従
っ
て
'
か
や
う
に
各
荘
事
賓
を
個
別
的
に

∫

列
傘
す
る

よ
-
も
､
近
代
工
柴
の
硬
展
の
急
激
な
-
し
.LJ
と
'
或
は
､
支
那
の
社
食

･
経
済
の
特
殊
な
性
格
等
に
よ
-
'
統

1.
的
に

説
明
す
る
方
が
､
著
し
-
草
間
的
な
態
度
と
云
へ
や
う
｡

(

二
)

支
那
牛
植
民
地
詮
'
或
は
外
国
経
済
の
塵
カ
に
よ
る
説
明
｡
支
那
に
封
す
る
外
囲
経
済
の
願
力
が
甚
だ
強
く
'
原
料
の
搬

出
､

製
品
の
供
給
'
企
業
的
進
出
等
に
よ
っ
て
'
支
那
近
代
工
業
の
教
達
が
か
な
-
阻
止
或
は
崎
形
化
さ
れ
た
こ
と
は
'
或
る
程
旋

承
許
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
事
賓
で
あ
る
｡

併
し
'
支
那
の
近
代
工
業
が
規
に
見
る
や
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
は
'
外
囲
経
済
の
願
力
の
み
に
よ
る
結
果
で
な
く
'
支
那
人
の

性
質
'
支
部
の
社
食

･
経
済
に
内
在
す
る
事
情
に
基
-
こ
と
を
詮
す
る
等
賓
が
'
相
嘗
多
数
存
在
す
る
.
詳
言
す
れ
ば
'
第

1
に
外

囲
経
済
の
支
那
進
出
は
'
支
部
自
照
の
態
度
に
よ
る
朗
が
多
い
.
支
那
に
は
時
に
外
国
人
や
外
国
商
品
の
排
斥
運
動
が
生
じ
た
が
'



以
夷
制
夷
的
に
或
は
裏
面
秘
か
に
外
国
人

･
外
囲
商
品
を
利
用
し
て
ゐ
る
場
合
が
多
-
.
ま
た
'
支
部
の
政
府

･
商
人

･
農
耕

･
滑

貴
著
等
は
､

白
歯
経
済
を
基
礎
か
ら
建
設
す
る
よ
り
も
'

外
囲
の
経
済
的
進
出
を
利
用
す
る
方
が
'
簡
革
に
勢
力
蹟
張

･
利
潤
獲

得

･
利
便
享
受
を
菅
現
し
得
る
と
し
て
'
少
か
ら
す
こ
れ
を
歓
迎
援
助
し
た
の
で
あ
る
｡
弟
二
に
､
外
囲
の
経
済
的
進
出
は
'
支
部

近
代
工
業
の
覆
達
に
少
か
ら
ざ
る
刺
戟

･
壕
助
を
輿
へ
た
｡
販
路
の
開
拓
'
技
術
の
偉
播
.
熟
練
労
働
の
育
成
等
が
そ
れ
で
'
か
J

る
刺
戟

･･
援
助
む
最
も
明
瞭
に
立
証
す
る
も
の
は
.
支
那
近
代
工
業
の
港
市
に
於
け
る
著
し
い
集
中
で
あ
る
｡
第
三
に
'
外
国
経
済

の
璽
力
は
'
支
那
全
土
に
同
様
に
優
透
し
た
葦
で
な
-
'
ま
た
'
支
部
の
圃
確
固
復
'
関
税
自
立
'
葛
巻
関
係
等
に
よ
っ
て
'
そ
の

張
さ
は
次
第
に
減
じ
た
o
然
る
に
.
外
囲
経
済
の
歴
力
少
き
地
域

･
時
代
に
於
い
て
も
'
支
部
の
改
代
工
柴
が
堅
賓
に
確
固
と
費
展

し
た
と
は
'
殆
ん
ど
湾
へ
得
な
い
.
故
に
､
牛
植
民
相
談
或
は
外
聞
輝
癖
の
喫
力
に
よ
る
説
明
は
､
局
部
㈹

日
米
間
的
で
あ
り
'

北

林
的
な
馳
由
は
､
LJ
小
社
東
邦
臼
牌
に
(,ノ
い
..J
淡
め
ね
ば
な
ji
.洗
-

(
≡
)

産
業
革
命
未
進
行
説
G
酸
速
の
支
部
近
代
工
業
の
諸
特
徴
は
'
産
業
革
命
が
著
し
-
は
進
行
せ
ず
'
未
だ
初
期
の
段
階
に

あ
る
こ
と
に
基
-
と
す
る
と
き
.

1
巷
に
統

1
的
に
説
明
さ
れ
る
や
に
見
え
る
｡
併
し
'
大
規
模
工
場
制
工
業
の
費
展

･
制
覇
は
､

産
業
草
魚
の
主
要
円
容
を
構
成
す
る
も
の
故
､
何
故
産
業
革
命
が
未
だ
進
行
し
て
ゐ
な
い
か
'
そ
の
理
由
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
'

こ

の
詑
明
は
同
語
反
覆
と
な
つ
tr
l了
ふ
｡

支
那
に
産
業
革
命
が
進
行
し
て
ゐ
な
い
理
由
と
し
て
'
塵
々

近
代
産
業
の
産
史
の
新
し
い
こ
と
'
支
那
の
領
域
が
庚
-
'
交
通
の

dU

不
便
な
こ
と
'
外
国
の
願
力
等
が
巷
げ
ら
れ
る
｡
今
こ
れ
ら
理
由
を
吟
味
す
る
に
､
第

一
の
鮎
に
つ
い
て
は
､
･1
-
ネ
㌧
と
共
に
'

大
雄
攻
の
如
-
云
ひ
得
る
｡
｢
も
し
近
代
工
業
の
頚
達
を
'
機
械
及
び
動
力
の

使用
に
ょ
つ
て
測
定
す
る
な
ら
ば
'

百
年
以
上
竺
且

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

Z
巻

九
八
一

第
四
薪

二
二
7

]3) 諸本, 一三八/九頁.



支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

7
巷

九
八
二

第
四
雛

三

三

る
近
代
工
兼
敏
達
の
歴
史
毅
持
つ
の
仕
'
英
国
だ
け
で
'
他
の
大
部
分
の
国
で
は
..

そ

の
歴
史
は
非
常
に
短
い
.
河
は
'
必
要
な
僚

件
が
備
は
っ
て
ゐ
さ

へ
す
れ
ば
'

1
度
氷
が
破
れ
た
と
き
､
若
-
べ
き
速
度
で
奔
流
す
る
｡
濁
週
は

1
九

〇
〇
年
に
は
既
に
大
工
業

歯

の

1
と
な
っ
て
ゐ
た
.
-
-
･し
か
も
..
狗
逸
が
と
の
地
位
に
到
達
す
る
に
要
し
た
時
間
は
､
人
間
の

一
生
よ
り
は
短
い
時
間
で
あ

は
=
党
郷
が
地
形

巾
河
川
ル

唯
増
の
関
係
J;
.
割
ム
H
に
閥
賢

父
迫
に
便
利
で
物
資
掛
洪

･
蹄
業
却
引
か
や
-
葡
達
し
流
こ
と
､
瑚
在

に
於
け
る
交
通
機
関
の
未
敏
速
は
主
と
し
て
産
業
革
歳
末
連
行
に
基
く
こ
と
.
第
三
に
封
し
て
は
'
前
に

(
二
)
に
述
べ
た
ヤ
う
に

単
な
る
障
碑
で
な
-
'
促
進
改
助
の
作
用
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
'
既
に
充
分
で
あ
ら
う
.
従

っ
て
'
支
部
に
於
け
る
近
代

工
業
七
十
除
草
の
歴
史
は
'
決
し
て
短
い
と
t
n
F
へ
す
､
産
業
革
命
の
進
行
し
て
ゐ
な
い
理
由
は
'
支
部
近
代
工
業
の
特
徴
の
そ
れ

と
弗
に
'
.u
lれ
恕
支
那
の
社
食

･
経
済
の
特
質
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

(
四
)

封
建
社
食
詮
｡
支
部
の
社
食

･
経
済
に
放
け
る
諸
特
殊
性
を

統

1
的
に
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
に
ー

封
建
社
食
課
が
あ

る
｡
そ
の
説
に
よ
る
に
'
地
代
と
高
利
の
追
及
が
搾
取
の
形
態
で
あ
-
'
専
制
官
僚

-
豪
紳

-
響
王
-
商
人

-
高
利
貨
は
'
底

力
同

1
人
た
り
'
然
ら
す
JJ
す
る
も
相
互
に
照
按
な
関
係
あ
る
搾
取
階
級
を
構
成
す
る
O
従
っ
て

.
産
業
資
本
象
の
手
中
に
あ
っ
て
'

産

業
賓
本
と
し
て
機
能
す
べ
き
株
式
資
本
ま
で
が
'
高
利
貨
的
な
性
質
の
賓
本
と
し
て
機
能
し
'
営
業
或
は
損
益
状
態
と
は
無
関
係
に

年
々

T
定
率
の
官
利
を
受
け
'
そ
の
上
な
ほ
利
益
が
あ
れ
ば
'
紅
利

(そ
の
中
に
は
職
負
に
封
す
る
賞
典
を
も
含
む
)
の
分
配
に
預
-
'
積

立
金

･減
債
償
却
準
備
金

等
は
殆
ん
ど
残
さ

な
い.
こ
れ
が
支
那
の
不
合
理
な
工
業
経
営
の
最
も
基
本
的
な

理
由
で
あ
る
と
さ
れ

て
ゐ
る

｡

尾崎氏,支那の二⊂業疎林,一四四頁以下.14)



こ
の
詮
が
'
従
葬
抽
象
的
或
は
断
片
的
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
た
問
題
を
茸
質
的

･
統

1
的
に
取
上
げ
た
意
義
は
'
充
分
に
認
め
ね
ぼ

な
ら
ぬ
が
~
解
滞
日
健
に
封
し
て
は
'
第

一
､
地
代
が
剰
飴
慣
値
の
唯

一
或
は
最
大
の
形
態
で
あ
つ
て
も
'
必
ず
し
も
封
建
敢
骨
で

は
な
い
こ
と
.
第
二
'
支
部
が
封
建
融
合
で
あ
っ
た
の
は
周
或
は
庸
迄
で
'
以
後
は
寧
ろ
そ
の
昔
定
の
上
に
立
つ
官
僚
専
制
敢
骨
と

.?

見
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
奔
る
o
従
っ
て
'
現
代
支
那
の
経
済

･
社
食
の
諸
特
徴
を
封
建
的
な
存
在
､
或
は
封
建
的
遺

物
な
る
名
稀
で
呼
ぶ
こ
と
は
'
無
用
の
混
雑

･
誤
解
を
惹
起
す
る
所
以
で
あ
-
'
支
那
の
産
業
資
本
が
高
利
貸
資
本
的
な
性
質
を
有

す
る
と
す
れ
ば
'
あ
る
が
ま

1
に
捕
捉
L
t
現
在
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
と
が
通
常
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
卑
見
を
率
直
に

述
べ
る
な
ら
ば
'
友
邦
の
専
制
官
僚
が
封
建
的
領
主
で
な
か
っ
た
こ
し
｣た

一
因
に
'
滞
米
の
甘
紫
1,#
代
l,]
光
が
失
敗
に
終
-
､
現

在

_

)
･汁
リL
iLLljT
･
L｣
司
b

･T

ヒ
M
けーく
.JJl
.L1

･T
3

T

.;
･'/(偶
的

∵

端

.ll
/];
:
L
.ト
は

1.
で
,I;
;

∴
叫
閉
:.:
品
∵
.･:;,･
.i.
I-'雨
空
,.■い
けl,∴
+
,i
･;.;‥:i芯
.I=か
J･.;
･-=
忙
小計
7｣.;:
.,-.∴
1
6
の
十

な

い
か
よ
さ
へ
考

へ
て

居

る

｡

JJ

の
鮎
に
つ
い
て
の
詳
論
は
'
か
な
-
の
紙
衝
を
畢
す
る
の
で
.
別
の
機
骨
に
詰
り
F.
と
1
把
は
.

支
部
工
業
の
特
徴
の
説
明
と
し
て
'
封
建
社
食
詮
の
通
常
な
ら
ざ
る
と
と
を
'
略
言
す
る
に
止
め
る
｡

(
五
)

支
部
に
於
け
る
近
代
工
業
の
諸
特
徴
を
.
支
那
人
の
心
理
或
は
態
度
に
･LS
つ
て
説
明
す
る
の
は
'
･L

I
ネ

-
と
ラ
チ

モ
丁

で
あ
る
?

･1
-
ネ

I
は
次
の
や
う
に
云
4
.
｢
近
代
産
業
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
.
物
質
的
で
あ
る
と
同
時
に
'
心
理
的
で
も
あ
る
C
･････壷

代
産
業
を
形
作
る
も
の
は
'
結
局
に
於
い
て
'
機
械
で
は
な
-
'
こ
れ
を
利
桶
す
る
頭
脳
で
あ
-
'
そ
の
利
用
を
可
4,uB
な
ら
し
め
る

社
食
の
機
構
で
あ
る
o
近
代
産
業
は
'
聾
明
豪
と
同
じ
程
度
に
'
法
律
家
に
も
負
ふ
朋
の
あ
る
融
合
的
産
物
で
あ
る
｡
こ
れ
を
校
地

仕
蛾
の
玩
具
と
同

1
親
し
､
社
食
状
態
と
無
関
係
に
'
革
に
嘩
好
に
任
せ
て
輸
入
し
得
る
棟
に
思
ふ
こ
と
は
､
賓
に
馬
鹿
げ
た
幼
稚

小竹文夫氏,現代旦那社食論,刺 yi新星研論叢,第一令弟一瓢 六九頁以下
塵照｡
罪本,一四〇頁以下｡
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な考へ方である.｣然らば'支部人の近代産業に封する態度如何卓hJふ忙'それはかなり複雑であって､｢西洋の

故術を革に1つの道具として坪用するに止め'この技術の背後にある西洋思想の侵入には抵抗するo｣

[T

また'ラチモアは云ふ｡｢支部文明は､スペンダラーの云ふ意味に於いて'老熟したものである.か-古い文はうとする｡｣｢満州は多-起珂梓文化に負ふ忙拘らずT.･･･南洋のカ練による閑教の目標は.古い樫準によム重荷の向上にあ-'関蚤･産米は'何れも~古い社食の熔印社押されてみる｡若い社食の特徴をなす'産糞と共に成長し､これを指導する地代まで到達した人々は.甚だ少ない｡反射に'新しい技術の使用を支配するのは'T般に'か･/る技術を理解せず'また理解しやうともしない人々である｡彼等は利潤を重税するが'作業白煙は従属的な仕事として使周人に委ねる.そして'これこそが正に特徴的なのであるが'上記ra如き劫払方を自鼎であ

印

-同時に正しいものIu見倣してゐるQ｣彼はまた次のやうにも云ふ｡｢西洋社食は'穎著なl特徴として'機械並にこれを政ふ技術家を社食的に尊重する｡･･･然るに'支部では'技術豪は従展的な地位しか認められない｡企糞者は夜術や機械を理解しない許りでなくこノー1臣尊重する窺持すら有しない｡機械を利用はするが'その論理

は尊重せず､飽-まで自己枕に行はうとする｡｣

トーネIは'支部人の態度'産業の件質'何れについても壁化の可能性を認めて､次のやうに云ふ.｢社食制度は柔軟なものであ･C(習慣は襲化するものである｡寄算､との雨着共に'過去三十年間に､支部に於いて'かなりの変化を示してゐる｡｣他方､支部文明にとつては外衆の要素たる近代産菜も1支部の環境との接鴨によって

一大五男.詳本
,一四〇貢｡



轡
化
し
'
新
ら
し
い
内
容
を
特
つ
に
至
る
｡｣
か
-
し
て
.

彼
は
支
部
に
掛
け
る
近
代
工
業
費
展
の
可
能
性
を
仝
然
香
定
は
し
な
い

け
れ
ど
も
'
聾
展
が
確
賛
で
あ
る
と
も
断
定
せ
ず
'
極
め
て
慎
重
に
次
の
や
う
に
1玄
ふ
｡
上
記
の
如
-
支
那
の
環
境
に

｢
制
限
し
馴

致
さ
れ
た
資
本
主
義
産
米
が
'
果
し
て
そ
の
本
葬
の
煙
清
的
特
徴
を
失
は
す
に
ゐ
る
も
の
か
ど
う
か
'
唯
時
の
み
が
こ
れ
を
示
し
得

ち
.
併
し
'
攻
の
如
き
預
言
だ
け
は
な
し
得
や
う
｡
即
ち

'
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
'
支
那
式
に
琴
化
せ
ら
れ
た
他
の
事
物
と
同
様
'

近
代
産
業
も
'
や
は
-
重
く
支
那
式
の
も
の
と
な
っ
て
弘
ま
る
か
'
或
は
仝
然
成
功
し
な
い
か
.
そ
の
何
れ
か
で
あ
る
O｣

こ
れ
に
封
し
て
'
ラ
チ
モ
ア
は
~
支
那
文
明
を
老
熟
し
た
も
の
と
見
る
立
場
か
ら
'
西
洋
文
明
の
擁
取
'
産
業
覆
展
の
可
能
性
を

香
定
し
て
'
支
那
文
明
は

｢
西
洋
史
明
と
融

合
し
得
る

も
の
で
な
く

こ
れ
に
負
け
る
か
'
そ
の
意
味
を
夫
は
せ
る
か
'
換
言
す
れ

ば

'

LJ
れ
た
征
服
す
る
か
'
そ
の
何
れ
か
で
あ
i･1n･J
と
も
'
安
部

k]か
け

lTtô

｢
.tj
揮
文
化
の
獲

居
は
.
遭
雁
と

ほ
な
ら
な
.(,tr'Jr.
壮

婦
女
明
の
披
洩
i
滋

5

.

こ
れ
に
判
す
旦
父
代
ノ
な

る

O
従
つ
.･(
.
焦
政

者

が
甜
挿
頚
化
を
朝
用
し
ゃ
う

と
し

て
も
=

支
那

の

艮
鼎

｣

は
'
改
革
を
勝
利
と
は
見
ず
T

敗
北
と
感
じ
F

こ
れ
を
歓
迎
は
し
な
3,｣
と
も
云
っ
て
ゐ
る
｡

か
や
う
に
'

現
状
の
解
樺
を
異
に

L
t
将
卒

へ
の
見
透
し
ヰ
是

同

一
で
は
な
い
が
'
支
那
近
代
工
業
の
特
徴
を
支
那
人
の
心
理
或
は
態
度
に
よ
っ
て
統
明
せ
ん
と
す
る

鮎
で
は
'
そ
の
挟
む

一
に
す
る
.

支
部
工
業
の
多
-
の
特
徴
が
'

一
の
統

i
あ
る
養
鰻
JJ
し
て
把
捉
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
-
;
ま
邦
人
の
こ
れ
に
封
す
る
熊
虞
に
ょ

-
強
く
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
'
上
に
も
奴
に
述
べ
た
通

･B
で
あ
る
.
従
っ
て
'
,l
l
ネ
t
や
ラ
チ
モ
ア
の
云
ふ
所
は
充
分
首
肯

さ
れ
る
.
併
し
な
が
ら
第

1
t
か
1
る
心
理
や
態
度
が
､
我
々

に
は
不
合
理
に
感
ぜ
ら
れ
'
ま
た
､
支
那
近
代
工
業
の
正
常
な
賛
展

む
阻
害
し
た
に
し
て
も
'
支
那
jjIr身
の
状
況
に
適
合
し
た
相
首

の
合
理
性
を
萌
し
¶
そ
れ
故
に
こ
そ
最
近
ま
で
存
津
し
た
と
解
さ
れ

支
那
近
代
工
業
の
性
格

第

l
巻

九
八
五

第
四
批

二
二
五

20) 七九頁｡
21) 九大頁｡



支
那
近
代
H
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性
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第

一
番

九
八
六

第
四
蘇

二
二
六

る
か
ら
り
何
故
に
生
じ
､
ま
た
'
如
何
に
し
て
今
日
ま
で
存
放
し
て
ゐ
る
か
'
こ
れ
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
充
分
な
託

明
と
は
云
へ

な
い
で
あ
ら
う
｡
ヲ
チ
モ
ア
が
老
熟
の
所
為
に
し
て
ゐ
る
の
は
'

1
解
棒
で
は
あ
る
が
'
何
故
老
熟
し
た
か
に
つ
い
て
は
'
や
は
-

説
明
を
必
要
と
す
る
｡
攻
に
'
こ
の
誼
明
を
追
求
す
る
と
'
か
ゝ
る
支
那
<
Tの
態
慶
は
'
近
代
工
業
の
性
質
と
共
に
､
支
部
の
有
す

る
環
甥
に
根

ざ
し
ー
,iJ
れ
に
準
甘
し
た
も
の
で
あ
る
JLJ
lと
が
知
ら
れ
る
o

支
那
改
代
工
崇
の
性
質
'
池

に
i
こ
れ

同
時
に

寒
中訂
ノ､
臥
つ
こ
れ
-tl･J規
淀
L
LJ
TT:uI-̂
Sま
邦
人
の
性
格
'
東
郷
杜
･&
Tm
特
鞘
に
謂

明
は
､
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る

が
'
自
分
は
大
腰
次
の
や
う
に
解
揮
乃
至
漁
憩
し
て
ゐ
る
D

先
づ
支
那
に
於
い
て
は
'
地
形

･
気
候

･
農
業
方
式
の
関
係
上
'
人
間
の
居
住

･
耕
作
に
清
す
る
地
域
は
'

1
見
考
へ
ら
れ
る
ほ

ど
蕨
か
ら
す
'
人
口
は
平
原

･
盆
地
な
ど
低
地
に
著
し
-
集
中
し
'
生
清
は
甚
し
-
困
難
で
あ
る
.
攻
に
'
支
部
特
に
北
麦
の
自
然

即
ち
気
候

･
土
壌

･
侵
蝕
堆
積
状

態
等
は
'
極
め
て
不
安
定
で
'
或
は
人
間
に
有
利
と
は
云
へ
ぬ
方
向

へ
か
な
-
急
激
に
軽
化
し
'

然
ら
す
と
す
る
も
'
時
に
よ
る
饗
動
甚
し
く

生
活

･
社
食

･
経
済
の
硬
展
に
安
国
な
基
礎
を
供
し
な
い
o
夏
に
'
政
治
的

･
軍
事

的
な
勤
務
'
特
に
北
方
諸
民
族

の
倭
人
が
､
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡

か
や
う
な
環
境
の
下
に
於
い
て
生
存
を
維
持
し
･
杜
倉
を
存
績
せ
し
め
る
必
要
上
,
支
那
人
の
性
格
並
に
支
那
の
文
明
に
三

ケ

の
細
管
な
特
質
が
生
じ
た
｡
即
ち
'
そ
の

l
は
'
人
生
の
日
的
'
努
力
の
目
棟
を
'
生
物
的
に
解
し
て
の
生
命
の
延
長
と
子
孫
の
増

加
と
に
'
極
端
に
集
中
し
た
こ
と
で
あ
fQ
o
そ
の
結
果
'
科
峯
の
た
め
の
科
挙
'
技
術
の
た
め
の
技
術
'
長
期
間
を
単
位
と
し
て
賛

本
の
増
殖
を
期
す
る
経
営
の
確
立
'
迂
回
生
産
な
ど
の
徐
裕
は
､
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
.
窮
屈
な
上
に
急
襲
す
る
環
境
下
に
於
い

て
は
'
第

1
義
的
な
目
標
に
注
意
と
努
力
を
集
中
し
'
ま
た
'
百
年
の
長
計
を
顧
慮
す
る
よ
-
は
､
時

々
刻
々
の
撃
化
に
適
燈
し
.



こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
'
必
要
且
つ
通
常
だ
か
ら
で
あ
る
｡
そ
の
二
は
'
融
合
的
な
観
念
及
び
制
度
の
覆
達
で
あ
る
｡
経
済
的
な

努
力
に
は
'

自
然
の
征
朋
.

技
術
の
覆
連
を
基
礎
と
す
る
富
の
生
産
増
加
､

人
間
相
互
間
換
言
す
れ
ば
社
食
的
な
関
係
の
調
節
に

ょ
る
富
の
平
均
的
な
分
配
'
こ
の
二
方
向
が
存
在
す
る
O
所
が
､
支
那
で
は
自
然
的

･
社
食
的
な
環
境
が
急
激
に
奨
化
し
､
前
の
方

向
に
封
す
る
努
力
が
早
く
限
界
に
到
達
し
終
る
た
め
に
'

努
力
は
暮
ら
複
の
方
向
に
傭
注
さ
れ
'

そ
の
結
果
'
並
列
関
係
に
立
つ

多
数
の
人
口
･

家
族

･
村
落
を
支
持
し
得
た
け
れ
ど
も
､
故
術
の
進
歩
'
大
規
模
締
皆
の
た
め
の
困
髄
の
成
立

･
費
展
は
'
著
し
-

阻
審
さ
れ
た
｡

こ
の
態
度
が
唯

一
の
可
能
な
､
云
は

ゞ
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
香
か
は
'
大
い
に
問
題
と
し
得
る
｡
併
し
.
確
筈
な
の
は
､

支
部
が
､
こ
れ
に
ょ
っ
て
'
世
経
に
-̂
J例
の
少
い
長
期
間
に
甘
ろ

て
自
己
の
存
立
を
紳
拝
し
'
世
界
長
大
の
同
質
的
な
人
口
薙
囲
む

形
威
し
た
LJ
L.呑

め
IC
J､
Jt,わ
限
り
に
於
い
lr
州
営
の
骨
頂
伴
を
有
し
.
告

珊人
が

こ
れ
に
田

信

教
陣
も

･.
外
解
物
た
る
酒
代
-
漢

む
彬
砧
す
る
に
同
1J態
窯
を
以
て
し
た
,U
と
も
､
甚
だ
償

然
の
啓
朗
と
云
は

ね

ば

な
る
ま
い
o
支
那
近
代

工
業
の
主
要
特
徴
'
即
ち

基
礎
た
る
錬
糞

･
重
工
業
が
不
振
で
'
製
造
工
業
.
.特
に
､
繊
維
工
柴
を
王
と
す
る
軽
工
柴
が
重
要
地
位
を
占
め
る
軍

小
規
模

の

多
数
経
営
が
並
存
す
る
事
'
工
業
の
経
営

.
企
業
自
問
の
論
理
が
尊
重
さ
れ
ず
'
短
期
間
に
利
益
を
収
め
る
た
め
の
単
な
る
手
段
と

な
り
'
峯
々
政
治
的
或
は
祉
骨
的
顧
慮
に
制
的
さ
れ
る
JJ
と
等
は
'
何
れ
も
'
支
那
の
環
境
の
特
徴
及
び
~
之
に
照
癒
し
た
支
部
人

の
性
格
'
支

野
仕
合
の
構
造
に
よ
っ
て
'
充
分
説
明
レ
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
｡
更
に
､
支
部
環
境
の
特
徴
た
る
壁
化

･
襲
動
及

び
こ
れ
に
照
鷹
す
る
支
那
人
の
性
格
'
支
那
社
食
の
特
色
あ
る
構
造
は
.
漢
人
の
郷
土
と
云
ふ
べ
き
北
支
忙
最
も
顕
著
で
､
中
甫
支

に
於

い
て
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
こ
と
は
'
外
圃
i
J
の
密
接
な
関
係
と
相
侯
っ
て
､
支
那
的
色
彩
を
帯
び
て
は
ゐ
る
も
の
＼

近
代
工

蔦
が
上
海
そ
の
他
の
中
南
支
諸
港
市
に
最
も
よ
-
驚
達
し
'
支
那
に
於
い
て
最
大
の
此
重
N
示
す
理
由
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

支
那
近
代
工
業
の
性
解

第

一懸

九
八
七

第
四
妨

二
二
七
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支
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番

九
八
八
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二
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八

要
す
る
に
'
支
部
近
代
工
業
の
諸
背
後
は
.
支
邦
人
の
性
格
'
支
部
社
骨
の
構
造
と
共
に

'

支

部
の
自
然
的

･
敢
倉
的
環
境
に
也

来
す
る
も
の
で
あ
り
､
革
に
産
業
革
命
の
歴
史
が
偉
い
こ
と
に
よ
る
と
云
ふ
や
う
な
.

一
時
的
な
も
の
で
は
な
-
p
産
業
革
命
が
進

行
し
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
専
管
も
､
そ
の
説
明
は
'
畢
な
る
時
間
の
長
短
で
た
-
'
や
は
-
上
の
理
由
に
求
む
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
o
換
言
す
れ
ば
'
支
那
近
代
工
業
の
諸
特
徴
は
､
そ
の
基
礎
候
件
が
模
本
的
に
撃
化
し
な
い
限
-
'
容
易
に
饗
化
の
期
待
さ
れ
な

い
用
の
∵
性
稀
と
解
さ
る
r'(
き
も
の
な
の
で
あ
る
｡

以
上
'
革
初
に
掲
げ
た
相
関
聯
す
る
二
間
題
の
内
'モ支
那
に
於
け
る
近
代
工
業
の
主
要
特
徴
に
関
し
て
は
､
地
域
的
に
著
し
-
限

定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
JJt
製
造
工
業
'
特
に
繊
維
工
業
を
王
と
す
る
趣
工
業
が
卓
越
し
'

1
椴
に
資
本
の
有
機
的
組
成
が
低
い
事
'
小

規
模
の
多
数
経
営
が
並
存
す
る
こ
と
'
経
稗
的
合
翠
玉
義
が
甚
だ
徹
零
し
て
ゐ
な
い
こ
と
を
奉
げ
､
第
二
に
'
上
記
の
諸
特
徴
は
'

草
に
産
業
革
命
の
歴
史
が
新
し
い
と
云
ふ
時
間
的
関
係
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
-
､
そ
の
有
力
な
原
因
た
る
支
那
人
の
態
度
と
共

に
支
部
の
自
然
的

･
杜
骨
的
環
境
に
規
定
さ
れ
た
性
格
的
な
も
の
で
あ
-
'
ま
た
相
皆
の
合
理
性
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
た
O

か
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
も
の
の
'
環
境
に
封
す
る
遠
慮
は
決
し
て
l
に
限
定
さ
れ
て
居
ら
な
い
か
ら
､
支
部
に
放
け
る
近
代
H
業

の
葺
際
並
に
揮
雑
に
つ

き
簡
単
な
断
定
は
不
可
能
で
あ
る
.
と
の
鮎
に
つ
い
て
特
に
注
意
を
要
す
る
事
象
に
t

l
口
に
大
規
模
工
業

と
云
つ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
大
な
る
相
違
の
あ
る
事
､
我
が
在
支
紡
績
業
を
始
め
'
外
国
系
企
業
が
支
那
人
経
営
の
そ
れ
と
は
甚
し

-
趣
を
具
に
す
る
事
'
事
変
前
敵
年
間
に
支
部
固
民
経
済
の
性
格
が
か
な
-
急
激
に
饗
化
し
っ
･.あ
っ
た
事
'
事
壁
に
よ
る
変
化
等

が
あ
る
｡
従
っ
て
本
稿
は
大
鰻
の
見
首
乃
至
預
想
を
速
べ
た
に
止
ま
-
ー
右
記
諸
事
苦
を
検
討
し
た
後
'
更
に
補
修
を
加
へ
た
い
｡
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